
銀河のM*-Z 関係はより local な Σ*-Z 関係から
成り立っているのだろうか？

• Σ*-Z関係から、M*-Z関係とmetallicity gradientをおお
よそ再現することが出来た。

• 今後、full MaNGA sample (~8倍)を用いて、stellar 

age等も含めて詳細にchemical evolutionを調べる。

• SDSS MaNGA disk銀河について、空間分解（~2.5” 

~ 2.5kpc）した星質量-金属量関係を導出。
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Dense Σ* ~ 銀河の内側領域と解釈すると、これらの分布は
inside-out metal enrichmentとして説明できるかもしれない。
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Σ*-Z関係関係関係関係：：：：
BPT図でSFと判定した
spaxelの星質量面密度と
金属量。

銀河ごとにspaxelを足し合
わせてM*-Z関係を算出す

ると、先行研究とよく合う
（Fig.6）。


